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第 1問 ［1］ 問題のページへ

(1) y x ax a= + + -2 4LL①より,
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( )( )a b- = - - + = - +2 2
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24 16 4 16a a a a

条件より, a a2 4 16 28- + ＜ , よって, - 2 6＜ ＜a

(2) ①より, a x x y( )+ + - - =1 4 02

aの値にかかわらず成立する条件は, x x y+ = - - =1 0 4 02,

これより, x y= - = -1 3, , よって, 放物線①は点 ( , )- -1 3 を通過する。

また, ①の頂点を ( , )x y とすると,

x a= -
2
LL④, y a a= - + -

2

4
4LL⑤

④からa x= -2 , ⑤に代入して y x x= - - -2 2 4LL③

(3) ③より, y x= - + -( )1 32

条件より, (1)の結果と合わせて, ( )- - - = -a 2
2

3 3
2

, よって, a = 2

［解 説］
(1) ( )a b- 2を求めるには, 上の解のように, 解の公式で行うのが簡明ですが, 数

学 B の「解と係数の関係」を利用してもできます。昨年もこれと同じタイプの

問題が出題されています。

(2) この設問は数学Ⅱの「図形と式」の分野に属するもので, 数学Ⅰの範囲から逸

脱しています。規制緩和なのでしょうか。

(3) (2)ができれば簡単です。
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1回目の得点を x, 2回目の得点を yとする。
(1) 6点となるのは, ( , ) ( , ), ( , ), ( , )x y = 0 6 6 0 3 3

その確率は, 3
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(2) Aの合計得点は 0点, 3点, 6点, 9点, 12点の場合がある。

(i) Aの合計得点が 0点のとき, ( , )0 0 より 3
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(ii) Aの合計得点が 3点のとき, ( , ), ( , )0 3 3 0 より 3
6
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(iii) Aの合計得点が 6点のとき, (1)より 13
36

(iv) Aの合計得点が 9点のとき, ( , ), ( , )3 6 6 3 より 1
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(v) Aの合計得点が 12点のとき, ( , )6 6 より 2
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以上より, 期待値は, 0 9
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(3) (1)と同様にして, Bの合計得点が 6点となる確率は, 2
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A, Bともに 6点となる確率は, 13
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(4) Bの合計得点は, (2)と同様にして,

(i) Bの合計得点が 0点のとき, 2
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(iii) Bの合計得点が 6点のとき, (3)より 13
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(v) Bの合計得点が 12点のとき, 1
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［解 説］

(1) これは場合分けだけです。

(2) 期待値の計算は, このようにどうしても計算量が多くなります。

(3) (1)でミスをしなければ, できるでしょう。

(4) 内容的には簡単なので, 正確な計算力が第一という問題です。
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(1) Aを x x2 5 2- - で割って,

A x x x x x= - - - + + +( )( )2 25 2 3 1 7 1

商は x x2 3 1- + , 余りは7 1x +

(2) x x2 24 2 3 4 2 3 1- = + - + = -( ) ( )

よって, x x2 4 1 0- + = の解の 1つが

x = +2 3より, Aを x x2 4 1- + で割って,

A x x x x= - + - - +( )( )2 24 1 4 3 2

上式の両辺に x = +2 3を代入すると, x x2 4 1 0- + = から,

このときの Aの値は, A = 2

［解 説］

(1) 整式の割り算の計算です。上の解では組立除法を用いましたが, 普通にやって

ももちろん結構です。

(2) (1)の計算結果が利用できない問題です。初めにこの問題を解いたとき ,

x x2 4 1 0- + = が出た段階で(1)が使えないので計算ミスをしたのではないかと

疑い, もう一度計算し直したぐらいです。これまでのセンター特有の誘導形式で

は考えにくいことで, 「新傾向」と言うべきかもしれません。なお, 内容的には,

数学 A の「整式の除法」の問題というよりは, 数学 B の「剰余定理の応用」と

いう問題です。ここでも規制緩和です。
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Ð °ABC 90＞ より, cosÐABC 0＜

cosÐ = - - æ
èç

ö
ø÷

= -ABC 1 1
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このとき, △ABCに余弦定理を適用して,

AC2 2 22 6 2 2 6 6
3

18= + - × × × -æ
èç

ö
ø÷
=( )

AC = 3 2

また, 円の半径を Rとして, △ABCに正弦定理を適用して,

3 2
1
3

2 3
2

6= =R R,

ここで, Ð = Ð =CAB ACBq j, とおき, △ABCに正弦定理を適用して,

6 2 2 3
2

6
sin sinq j

= = × , これより, sin , sinq j= =1
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さて, Ð = °-Ð = °-DAH ADB90 90 jから,

BH HD: tan : tan( ) sin
cos
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3 1 10 , よってDH BH= 10

［解 説］

よくある構図の問題です。最後の DH と BH の長さの比を求める設問以外は基

本的です。しかしこの最後の設問は難問です。実際, 上の解でも, この部分だけで

解のほぼ半分の分量になっていることからもわかります。これ以外の別解があるか

もしれませんが, この設問の直前の設問の結論を用いて解くとこのようになります。

なお, 配点が難しい割にはたったの 5 点でしたので, あまり差はつかなかったので

はないかと思えます。それに答が 10 ですので, 山勘で当たったという人もいまし

たし。
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(1) 中央の項を aとすると, 連続する 5項は,

a a a a a- - + +4 2 2 4, , , ,

条件より, ( ) ( ) ( ) ( )a a a a a- + - + = + + +4 2 2 4

よって, a = 12

(2) 中央の項を aとすると, 連続する2 1n + 項は,

a n a a a a n- - + +2 2 2 2, , , , , ,LL LL

条件より, ( ) ( ) ( ) ( )a n a a a a n- + + - + = + + + +2 2 2 2LL LL

よって, a n n n n n= + + + = × + × = +2 2 4 2 2 2 2
2

2 22( )LL

(3) (1)と同様にして, 条件より,

( ) ( ) ( ) ( )a a a a a- + - + = + + +4 2 2 42 2 2 2 2

- - + = +8 4 4 82a a a a a , a a a2 2 4 8= +( )

a＞0より, a = 24

(4) (2)と同様にして, 条件より,

( ) ( ) ( ) ( )a n a a a a n- + + - + = + + + +2 2 2 22 2 2 2 2LL LL

( ) ( ) , ( )- + + - + = + + = + +4 4 4 4 2 4 42 2na a a a na a a naLL LL LL

a＞0より, a n n n= + + = +2 4 4 4 42( )LL

［解 説］

(1) この問題はどんな解き方をしても, 簡単に解けます。

(2) (1)の議論を一般化したのが本問です。具体的なものから帰納的に推測してい

き, 一般的な規則性を発見していくというタイプの問題で, 現行の高校数学の指

導要領で特に強調されている点を具現化したものです。このような新しい誘導形

式が本年度だけで終わるとはとうてい考えられません。一番注目すべき問題です。

(3) (1)と同様な設問で, (4)への誘導問題です。

(4) (3)の議論を一般化したものです。なお, (2)と(4)の結論でn = 2とすると, それ

ぞれ(1)と(3)の結論になります。この点を確認するくらいの心の余裕は必要です。



98 センター試験 数学Ⅰ・数学 A  解答解説

© 電送数学舎－6－

第 4問 問題のページへ

条件より, AD AE= =2 3a a, とおく。

(1) AD BD: := 2 3より, BD = 3a

AE CE: := 3 1より, CE = a

( )( )S A S T= = = +1
2

2
5

3
4

3
10

3
10

AB AC ABCsin ( )△

これより, 7 3S T= となり, S
T

= 3
7

(2) BD CE: := 3 1より, BD CE= =3b b, とおく。

ここで, △ABCと直線 DEについて, メネラウスの定理より,
AD
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BF
FC
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EA

× × = 1 , よって, 2
3 3

1 9
2
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b

b
a

× × = =BF
FC
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CF

,

さらに, 4点 B, C, E, Dを通る円と, 線分 AB, ACについて, 方べきの定理より,

AD AB AE AC× = × , よって, 2 2 3 3 3 5 3a a b a a b a b( ) ( ),+ = + =

したがって, AB
AC

AD
BD

= +
+

=
+ ×

+
= = = =2 3

3

2 3 5
3

3 5
3

3
2

2
3

2
5

2
5

a b
a b

a a

a a

a
b

a
a

,

また, △BFDと直線 ACについて, メネラウスの定理より,
FC
CB

BA
AD

DE
EF

× × = 1 , よって, 2
7

7
2

1 1× × = =DE
EF

DE
EF

, ,

すなわち, EF
DF

= 1
2

［解 説］

(1) 二辺夾角のタイプの三角形の面積比を問うもので, 頻出題です。

(2) メネラウスの定理と方べきの定理を利用する問題です。誘導に乗っていけば,

そのまま最後まで行き着くという往年のセンター試験の誘導見本のようなもので

す。
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(1) 40行 : Aは値が 1つずつ増えていくので, A=A+1

50行 : Bは値が 2倍ずつになっていくので, B=B* 2

60行 : Bが Nより小であれば, 次に Aの値を 1つ増やし, Bの値を 2倍するの

で, B＜Nであれば, 40行にうつる。

(2) Nに 5を入れたとき, 40行の実行回数と A, Bの値を表にすると,

初め 1回 ２回 3回

A ０ １ ２ ３

B １ ２ ４ ８

40行は 3回実行され, Aとして 3, Bとして 8が表示される。
(3) N が 1998 のとき, N 以上の最小の 2 の累乗は, 2 1024 2 204810 11= =, より,

211となる。そのため, Aとして 11, Bとして 2048が表示される。

［解 説］

(1) 簡単に空所補充のできる問題です。

(2) 実行回数の問題は, あわてて数えると, ±1 回の間違いをよくおかしてしまい

ます。上の解のように表でも作って慎重に数えましょう。

(3) この問いはプログラムとは無関係で, 何か裏でもあるのではないかと勘ぐって

しまいます。じつは昨年も最後の設問がこのタイプで, 同じ心境になっていたの

を思い出したぐらいです。


